
66 リ  ア  ホ  ナ

ジュリー・C・ドナルドソン
本
ほん

当
とう

にあったお話
はなし

をもとに書
か

かれました。

「くい改
あらた

めて，もっとよくなって，いのります」 
（『子

こ

供
ども

の歌
か

集
しゅう

』〔英
えい

語
ご

〕98）

 「自
じ

分
ぶん

はらんぼうな言
こと

葉
ば

を使
つか

わないから，みんな
よりえらいと思

おも

ってるだろう。」休
やす

み時
じ

間
かん

にニコ
ライからそう言

い

われて，
「そんなことないよ」とアンドレイは答

こた

えました。
「じゃあ 1 回

かい

くらい，悪
わる

い言
こと

葉
ば

を言
い

ってみろよ。 1 回
かい

くら
いならいいだろ。何

なに

も変
か

わらないさ。
みんな使

つか

ってるんだから。」
アンドレイはかたをすぼめて，

「ぼくはただ使
つか

いたくないんだ」
と言

い

いました。
アンドレイは神

かみ

様
さま

のみ名
な

をきずつけるようならんぼ
うな 言

こと

葉
ば

を 使
つか

うのは 間
ま

違
ちが

っているし，せいれいを
遠
とお

ざけてしまうと知
し

って
いました。アンドレイは
せいれいにともにいていた
だきたかったので，らん
ぼうな言

こと

葉
ば

を使
つか

いま
せんでした。

アンドレイは転
てん

校
こう

したばかりで，
6 年

ねん

生
せい

のクラス
でアンドレイと
友
とも

達
だち

になりた
いのはニコラ
イだけでした。
でも，ニコライ
は毎

まい

日
にち

毎
まい

日
にち

，ら
んぼうな言

こと

葉
ば

を
使
つか

うように言
い

ってき
ました。アンドレイは
毎
まい

日
にち

毎
まい

日
にち

，いやだとい
うのが面

めん

倒
どう

になってきま
した。それに，ニコライが

友
とも

達
だち

でなくなってしまって，自
じ

分
ぶん

は一
ひ と り

人ぼっち
になってしまうのが心

しん

配
ぱい

でした。
放
ほう

課
か

後
ご

，「1 回
かい

でいいかららん
ぼうな言

こと

葉
ば

を言
い

ってみろ
よ」と，ニコライが

言
い

いました。「そ
し た らもうほ
うっておいてや
るよ。」
アンドレイは

うるさく何
なん

度
ど

も言
い

われるのがい
やになってしま

い，1 回
かい

だ けら
んぼうな言

こと

葉
ば

を使
つか

ってし
まいました。それほどひどくな

い言
こと

葉
ば

を。
ニコライはうなずきながら，

「よし，これで仲
なか

間
ま

だ」と言
い

いま
した。

それからというもの，ニコラ
イのほかの友

とも

達
だち

もアンドレイ
に話

はな

しかけるようになりまし
た。休

やす

み時
じ

間
かん

にはア
ンドレイと一

いっ

緒
しょ

に昼
ひる

ご飯
はん

を食
た

べたり，

アンドレイ 
と 

悪
わ る

い言
こ と

葉
ば
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供ど

もフットボールをしたりするようになりました。でも，ニコライ
の仲

なか

間
ま

と一
いっ

緒
しょ

にいるのは，砂
すな

地
じ

獄
ごく

に足
あし

をふみ入
い

れるような
ものでした。みんなと付

つ

き合
あ

えば付
つ

き合
あ

うほど，みんなと
同
おな

じように話
はな

したり行
こう

動
どう

したりするようになりました。それ
に全

ぜん

員
いん

がらんぼうな言
こと

葉
ば

を使
つか

いました。それもたくさん。
おたがいにあざ笑

わら

い，ぶじょくし合
あ

っていました。先
せん

生
せい

につ
いて，ひどいことを言

い

いました。おこって意
い

地
じ

悪
わる

なことをた
くさんしました。ゆっくりと，アンドレイは前

まえ

よりもよくおこ
るようになり，いろいろな理

り

由
ゆう

を見
み

つけては，神
かみ

様
さま

のみ名
な

を
きずつけるような，らんぼうな言

こと

葉
ば

を使
つか

うようになりました。
あるばん，お父

とう

さんとお母
かあ

さんが出
で

かけているとき，アン
ドレイとお姉

ねえ

さんのカーチャがどの番
ばん

組
ぐみ

を見
み

るかで言
い

い合
あ

いになりました。アンドレイが考
かんが

える間
ま

もなく，らんぼうな
言
こと

葉
ば

が思
おも

わず出
で

てしまいました。
カーチャはショックを受

う

けた様
よう

子
す

でした。「お母
かあ

さんに
言
い

うわ。」
アンドレイは自

じ

分
ぶん

の部
へ

屋
や

にかけて行
ゆ

き，ドアをバタンとし
めました。みんなどうしたのでしょう。なぜいつもアンドレ
イをおこらせるのでしょう。両

りょう

親
しん

が帰
かえ

って来
き

たとき，アンド
レイがドアをいきおいよく開

あ

けると，カーチャが「お母
かあ

さん，
アンドレイったら，わたしにらんぼうな言

こと

葉
ば

を言
い

ったのよ」
と言

い

う声
こえ

が聞
き

こえました。
「何

なん

ですって ?」お母
かあ

さんは，おどろいた声で言
い

いました。
「アンドレイは，そんな言

こと

葉
ば

は使
つか

わないわ。」
アンドレイはドアをしめ，ベッドにばったりとたおれこみま

した。らんぼうな言
こと

葉
ば

を使
つか

い始
はじ

めてから，自
じ

分
ぶん

がどれほど
変
か

わってしまったかについて考
かんが

えました。もう長
なが

いこと，せ
いれいを感

かん

じなくなっていました。
アンドレイはベッドの横

よこ

にひざまずいていのりました。
「愛

あい

する天
てん

のお父
とう

様
さま

，今
たま

まで意
い

地
じ

悪
わる

でおこってばかりでほん
とうにごめんなさい。神

かみ

様
さま

のみ名
な

をきずつけるような，らん
ぼうな言

こと

葉
ば

を使
つか

い始
はじ

めてごめんなさい。もっといい子
こ

にな
ります。」

アンドレイがいのると，温
あたた

かい気
き

持
も

ちが心
こころ

にあふれまし
た。らんぼうな言

こと

葉
ば

を使
つか

い始
はじ

めてから初
はじ

めて，ほんとうの
幸
しあわ

せを感
かん

じました。神
かみ

様
さま

が自
じ

分
ぶん

を愛
あい

しておられることが分
わ

かり，せいれいを感
かん

じることができました。ゆるされたと感
かん

じ，自
じ

分
ぶん

は変
か

われるし，良
よ

くなれると分
わ

かりました。
いのった後

あと

で，アンドレイはお母
かあ

さんにほんとうのことを
話
はな

し，カーチャにあやまりました。それから，アンドレイは
気
き

分
ぶん

が良
よ

くなりました。くい改
あらた

めるのは気
き

持
も

ち良
よ

いことで
した。

次
つぎ

の日
ひ

，学
がっ

校
こう

でアンドレイはニコライの仲
なか

間
ま

と昼
ひる

ご飯
はん

を
食
た

べませんでした。その代
か

わり，知
し

らない友
とも

達
だち

のとなりにす
わりました。時

じ

間
かん

はかかるでしょうが，自
じ

分
ぶん

と同
おな

じような，
らんぼうな言

こと

葉
ば

を使
つか

わない，幸
しあわ

せな，良
よ

い友
とも

達
だち

を見
み

つけら
れると知

し

っていました。■
このお話

はなし

を書
か

いた人
ひと

は，アメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

ユタ州
しゅう

に住
す

んでいます。

チャレンジ

	 紙
かみ

の片
かた

面
めん

に，良
よ

い言
こと

葉
ば

を使
つか

ったり聞
き

いたりすると，どのような
気
き

持
も

ちになるかを文
ぶん

章
しょう

で書
か

いたり，絵
え

でかいたりしてください。
そのうらに悪

わる

い言
こと

葉
ば

を使
つか

ったり聞
き

いたりするとどのような気
き

持
も

ちになるかを文
ぶん

章
しょう

で書
か

いたり，絵
え

でかいたりしてください。

	 レビ19：12を読
よ

んでください。天
てん

のお父
とう

様
さま

とイエス・キ
リスト様

さま

のみ名
な

をそんけいの気
き

持
も

ちで使
つか

うことはなぜ大
たい

切
せつ

なのでしょうか。

	 親
おや

や指
し

導
どう

者
しゃ

に，なぜ良
よ

い言
こと

葉
ば

を使
つか

う必
ひつ

要
よう

があるのか，また
どのような祝

しゅく

福
ふく

を受
う

けてきたかを聞
き

きましょう。

	 わたしの目
もく

標
ひょう

は，

	 です。

「わたしは天
てん

父
ぷ

とイエス・キリストのみ名
な

を尊
とうと

びます。
わたしは神

かみ

のみ名
な

を汚
けが

したり，らんぼうな言
こと

葉
ば

づか
いをしたりしません。」（わたしの福

ふく

音
いん

の標
ひょう

準
じゅん

）
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